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新入学おめでとう！新入学おめでとう！
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上
里
・
佐
藤
美
登
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

「
令
和
５
年
度

女
性
・
高
齢
者

チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表
彰
」
に
て
上

里
の
佐
藤
美
登
子
さ
ん
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
３
月
26
日

に
道
庁
で
開
か
れ
た
表
彰
式
に
て

道
農
政
部
長
か
ら
賞
状
と
副
賞
が

授
与
さ
れ
、
後
日
町
長
へ
受
賞
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
１
９
９
８
年
に
始

ま
り
、
今
回
で
25
回
目
。
農
業
経

営
の
改
善
や
農
村
生
活
の
充
実
、

地
域
振
興
な
ど
の
た
め
に
積
極
的

に
活
動
す
る
女
性
農
業
者
や
高
齢

者
を
た
た
え
て
い
る
も
の
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
女
性
農
業
委
員

と
し
て
、
町
農
業
の
振
興
方
策
や

農
村
づ
く
り
に
参
画
し
、
現
在
４

期
目
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

厚
沢
部
地
区
女
性
部
の
部
長
を
務

め
、
味
噌
・
漬
物
な
ど
の
加
工
品

づ
く
り
や
販
売
活
動
、
伝
承
料
理

の
継
承
等
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
取
り
組
み
が
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。佐

藤
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
活
動
し
て
き
た
こ
と

を
次
世
代
に
繋
げ
た
い
。

若
い
人
た
ち
に
仲
間
で

集
ま
る
こ
と
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
押
し

付
け
の
な
い
活
動
を
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

「あっさぶ江差高校バス」の運行開始について

　また町では、町内から高校の通学のためのバス定期券を購入している生徒の保護者

に対して、定期券購入費の８割を助成しています。

　申請については政策推進課までお問い合わせください。

交通空白地有償運送事業について

　函館バス館線・稲見線が廃止されたことに伴い、町では有償の運送事業を開始しています。

　これまでの館線・稲見線沿線の方を対象に利用が可能です。

　利用にあたっては、町（政策推進課）に事前申請が必要になりますので、政策推進課までお問い合わせください。

●対象者・地域：函館バス旧館線、稲見線の沿線にお住まいの方

●利用の流れ　：町に事前に利用申請をし、運行主体である社会福祉協議会へ乗車の予約

☆問合せ先☆

政策推進課　政策推進係　☎６４-３３１２

　令和６年３月末をもって函館バス館線・稲見線が廃止されたことに伴い、町では江差高校生向けの乗り合いバス

の運行を４月より開始しました。利用申込（定期券購入）については運行主体である「マルジュウ高田」へお申込

ください。

　高校生の利用時間に即した朝便と夕便の運行となりますが、一般の方の利用も可能です。

　利用時には前日までにマルジュウ高田へ予約が必要となります。　

☆問合せ先☆

マルジュウ高田　☎６７-２９２２

　あっさぶ江差高校バス
　（平日朝便）
 　8：03　江差高校着
　（平日夕便）
　15：50　江差高校発
　18：20　江差高校発

※土曜日、長期休業日は
運行が異なります。

女
性
・
高
齢
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
表
彰
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友だち登録を
お願いします

イベント情報、災害情報をお届けします。

厚沢部町公式ＬＩＮＥ
お友だち募集中！

交
通
安
全
を
心
が
け

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
を
延
ば
そ
う
！

▲シートベルトの着用を忘れずに！

　
４
月
15
日

（月）
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
『
人
と
旗
の
波
作

戦
（
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
主
催
）
』
が
、
道
の
駅
あ

っ
さ
ぶ
第
二
駐
車
場
で
実
施
さ
れ
、
町
内
各
団
体
や
事
業
所
な

ど
か
ら
約
60
名
が
参
加
。
運
転
手
や
同
乗
者
に
対
し
て
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
は
「
町
と
警
察
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
交
通
安
全
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
継
続
し
、
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
を
延
ば
し
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
今
後
も
思
い
や
り
と

ゆ
と
り
の
心
を
持
っ
た
運
転
に
努
め
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
交

通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　
４
月
20
日

（土）
、
「
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
の
日
」
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
町
内

一
円
で
実
施
さ
れ
、
大
勢
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
郵
便
局
、
新
函

館
農
協
、
町
職
員
が
参
加
し
、
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
道
路
脇
や
パ
ー
キ

ン
グ
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
煙
草
の
吸
殻
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
㈱
西
里
清
掃
よ

り
ご
み
回
収
と
処
分
場
へ
の
運
搬
作
業
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
法
投
棄
者
に
は
『
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
』
が
課
さ
れ
ま
す
。
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
！
さ
せ

な
い
！
見
逃
さ
な
い
！
」
を
合
言
葉
に
不
法
投
棄
を
根
絶
し
、
厚
沢

部
町
を
き
れ
い
な
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

令和６年度クリーンアップ作戦を実施！
～ごみのポイ捨ては絶対にやめましょう～
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①
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

②
厚
沢
部
町

③
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
こ
と

④
料
理

⑤
人
間
万
事
塞
翁
が
馬

⑥
ご
飯
が
美
味
い
！

⑦
地
元
で
あ
る
厚
沢
部
町
に
戻
っ
て

来
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

山
やまだ

田　陽
はるき

喜（27 歳）

★質問項目

①所属

②出身

③趣味

④特技

⑤座右の銘

⑥厚沢部の印象

⑦町民の皆様へ

①
建
設
水
道
課
建
築
施
設
係

②
八
雲
町
熊
石

③
映
画
・
音
楽
鑑
賞
、
読
書
、
ゲ
ー

ム④
相
手
が
好
き
そ
う
な
映
画
を
薦
め

る
こ
と

⑤T
h
e
re

 is N
o
th

in
g
 to

 L
o
se

（
失
う
も
の
な
ど
何
も
な
い
）

⑥
風
が
強
い
、
広
い

⑦
わ
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

材
ざいもくや

木谷　柊
しゅうま

真（26 歳）

①
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

②
室
蘭
市

③
野
球
観
戦

④
沢
山
寝
る
こ
と

⑤
失
敗
は
成
功
の
も
と

⑥
自
然
が
豊
か
で
星
空
が
キ
レ
イ

⑦
北
海
道
か
ら
派
遣
で
参
り
ま
し

た
。
厚
沢
部
町
の
皆
様
の
た
め
に
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浅
あさのめ

野目　裕
ゆうた

太（23 歳）

①
農
林
課
農
業
振
興
係

②
福
島
県
柳
津
町

③
ド
ラ
イ
ブ
・
カ
ラ
オ
ケ

④
道
を
覚
え
る
こ
と

⑤
一
期
一
会

⑥
と
て
も
素
敵
な
街
。
空
気
が

澄
ん
で
い
て
落
ち
着
く
。

⑦
福
島
県
の
「
赤
べ
こ
」
発
祥

の
町
か
ら
参
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

業
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

鈴
すずき

木　隆
りゅうじ

二（29 歳）

厚沢部消防署の新人紹介

【所属】
厚沢部消防署警防係兼救急係

【出身】
厚沢部町新町

【趣味】
温泉、サウナ

【特技】
ゲーム

【座右の銘】
切磋琢磨

【厚沢部の印象】
自然豊かで空気がきれい、町民の
皆様が明るく過ごしやすい町

【町民の皆様へ一言】
まだまだ未熟な部分がたくさんあり、職場の皆さんに迷惑
をかけてしまうことが多々あると思いますが、消防人とし
て「町民の生命・身体・財産を守る」ことを第一に考え、日々、
訓練に励み邁進していきますのでよろしくお願いいたしま
す。

須
すどう

藤 優
ゆうすけ

輔（21 歳）

令和６年度

新

採用職員紹介

①
総
務
財
政
課
総
務
係

②
厚
沢
部
町

③
絵
を
描
く
こ
と

④
折
り
紙

⑤
駄
目
で
元
々
、
人
生
ギ
ャ
ン
ブ
ル

⑥
自
然
が
豊
か
で
空
気
が
澄
ん
で
い

て
、
帰
っ
て
来
た
く
な
る
所

⑦
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
は
住
ん
で

い
て
落
ち
着
く
町
で
す
。
大
好
き
な

町
と
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
みかみ

上　信
しん

（18 歳）
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４
月
７
日

（日）
、
厚
沢
部
町
消
防

団
（
山
田
健
喜
消
防
団
長
）
が
「
春

の
実
践
訓
練
」
を
厚
沢
部
消
防
署

前
で
実
施
し
ま
し
た
。

晴
天
の
な
か
、
約
60
名
の
消
防

団
員
が
参
集
し
、
小
隊
訓
練
、
ポ

ン
プ
車
操
法
や
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
ほ
か
、
新
入
団
員
を
対
象
と
し

た
礼
式
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
集
し

た
消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。４

月
１
日
に
新
し
く
就
任
さ
れ

た
山
田
消
防
団
長
の
訓
示
で
「
先

日
、
館
地
区
に
お
い
て
発
生
し
た

火
災
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
の
訓
練

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
早
期
に
鎮
火

『
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
』

厚
沢
部
町
消
防
団
が
春
の
実
践
訓
練
を
実
施

◆
厚
沢
部
消
防
署

署

長

福

田

昭

浩

次

長

中

山

博

之

　
　
　
　

太

田

稔

久

　
　
　
　

三

崎

慶

智

庶
務
係
長

並

川

光

生

　

　

森

山

泰

凪

管
理
係
長

柴

田

直

行

　
　
　
　

加

澤

寛

明

警
防
係
長

下
川
部

純

　
　
　

庄

山

一

輝

警

防

係

丹

保

潤

　

　

須

藤

優

輔

　
　
　
　
　

唯

大

介

予
防
係
長

松

原

茂

樹

　
　
　
　

酒

井

遵

樹

　
　
　
　

松

神

雅

朗

　
　
　
　

佐
々
木

智

也

◇
館
分
遣
所

常
直
員

小

澤

宏

積

◇
鶉
分
遣
所

常
直
員

由

利

淳

警
防
係
主
任
兼

救

急

係

主

任

予
防
係
主
任
兼

危
険
物
係
主
任

管
理
係
主
査
兼

庶

務

係

主

査

庶

務

係

兼

管

理

係

主

幹

兼

救

急

係

長

消
防
署
職
員
体
制

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
町
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
今
後

も
訓
練
を
通
じ
て
意
識
の
向
上
を

図
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
た
め
、

防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め

て
ほ
し
い
」
と
消
防
団
員
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

☆
表
彰
伝
達
（
敬
称
は
省
略
）

（
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
）

◇
消
防
庁
長
官
表
彰

「
永
年
勤
続
功
労
賞
」

副
団
長

山
田

健
喜

◆
日
本
消
防
協
会
表
彰

「
三
十
年
勤
続
章
」

団

員

澤
出

孝
之

主

幹

兼

危

険

物

係

長

警

防

係

兼

救

急

係

救
急
係
主
任
兼

警

防

係

主

任

予

防

係

兼

危

険

物

係

　３月 29 日（金）、消防団長の任期満了に伴い、２期８年間、消防団長を務められた木村秀喜前消防団長に対
し、佐藤町長より退任の辞令交付が行われました。
　木村前消防団長は 41 年以上の長きにわたり厚沢部町消防団員として活動され、平成 28 年４月１日に消防団
長に就任後、北海道消防協会檜山地方支部副会長、北海道消防協会評議員を歴任され、若手の育成や消防団を
中心とした地域防災力の整備にもご尽力されました。
　また、４月１日（月）には新しく消防団長に就任された山田健喜氏に対して佐藤町長より辞令交付が行われ
ました。山田新消防団長は「新体制になり、これまで以上に消防団員が一致団結し、町民の安全安心を守れる
よう地域に信頼される消防団を目指していきたい」と今後の抱負を述べました。

☆厚沢部町消防団　新消防団長に山田健喜氏が就任☆

　令和６年４月１日付就任
　山 田　健 喜（60 歳）
・昭和 60 年４月１日　入団
・平成 28 年４月１日　副団長就任
【表彰歴】
☆消防庁長官
「永年勤続功労賞（40 年）」
★日本消防協会　「精績章」
☆北海道消防協会　「功績章」

　令和６年３月 31 日付退任
　木 村　秀 喜（69 歳）
・昭和 57 年 8 月 5 日　入団
・平成 28 年 4 月 1 日　団長就任
【表彰歴】
☆消防庁長官
「永年勤続功労賞（40 年）」
★北海道消防協会長
「特別功績章（40 年）」
☆日本消防協会
「精績章」「精績章」
☆北海道消防協会　「功績章」

　（小隊訓練）

　（ポンプ車操法訓練）

予

防

係

兼

危

険

物

係
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ど
う
す
る
復
元
？

　
館
城
の
土
塁
を
め
ぐ
る
攻
防

館
城
は
堀
と
土
塁
で
つ
く
ら
れ

た
土
の
お
城
で
す
。
土
で
作
ら
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
弱
い
お

城
な
の
で
は
な
く
、
大
砲
が
発

達
し
た
時
代
に
は
む
し
ろ
土
の

お
城
が
主
流
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
館
城
の
土
塁
の
姿
を

解
明
す
る
こ
と
は
、
館
城
理
解

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果

か
ら
、
左
図
の
よ
う
な
復
元
図
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
で
は
堀
と
柵
の
間
に
奇
妙
な
空

間
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
現

行
の
復
元
案
は
解
釈
と
し
て
非

合
理
的
で
は
な
い
か
？
と
い
う

の
で
す
。
こ
の
意
見
は
、
令
和

６
年
３
月
20
日
開
催
の
館
城
跡

保
存
整
備
検
討
委
員
会
で
、
「
お

城
博
士
」
と
し
て
知
ら
れ
る
千
田

嘉
博
先
生
か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。

城
郭
研
究
の
第
一
人
者
の
先

生
に
よ
る
考
証
を
検
討
す
べ
く
、

同
時
代
の
土
塁
の
類
例
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
長
州
藩
が
築
い
た

台
場
の
写
真
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
土
塁
の
内
側
に
板
塀
の
よ

う
な
も
の
を
設
置
し
、
土
を
押

さ
え
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
土
塁
が
発
掘

調
査
さ
れ
れ
ば
、
館
城
の
土
塁

と
柵
と
同
じ
よ
う
な
遺
構
と
し

て
見
つ
か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
土
留
の
機
能
を
も

っ
た
柵
は
五
稜
郭
を
描
い
た
絵
図

に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
石

垣
の
上
に
配
置
さ
れ
た
大
砲
の
前

面
に
、
簡
易
な
土
塁
が
築
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
内
側
に
柵
を
立
て

て
土
留
の
板
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
大
砲
の

威
力
が
発
達
し
た
幕
末
の
築
城

技
術
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
土

留
機
能
を
も
っ
た
土
塁
が
普
及

お
す
す
め
新
着
図
書

こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
、
児

童
書
を
紹
介
し
ま
す
！

●
「
キ
ダ
マ
ッ
チ
先
生
！
」

今

井
恭
子/

岡
本
順

著

カ
エ
ル
の
キ
ダ
マ
ッ
チ
先
生
は

評
判
の
名
医
。
動
物
や
虫
、
魚
な

ど
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ

い
つ
も
大
忙
し
で
す
。

●
「
１
話
５
分
！
小
学
生
の
う

ち
に
読
ん
で
お
き
た
い
名
作

１
０
１
」

齋
藤
孝

監
修

昔
話
や
お
と
ぎ
話
、
小
説
や
自

伝
な
ど
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
名

作
が
、
お
す
す
め
の
学
年
ご
と
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

当初の土塁復元図

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

作
成
し
た
仮
説
が
左
側
の
よ
う
な

復
元
図
で
す
。
杭
と
横
木
を
組
み

合
わ
せ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
調

査
員
の
宮
塚
義
人
さ
ん
の
発
案

で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、
発
掘
調

査
成
果
と
も
矛
盾
せ
ず
、
無
理

の
少
な
い
合
理
的
な
復
元
で
す
。

前
出
の
千
田
先
生
か
ら
は
、

「
松
前
藩
の
本
城
な
の
で
、
も

う
少
し
格
式
が
高
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
さ
ら
な
る
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
館
城
の
土
塁

を
め
ぐ
る
攻
防
は
１
５
０
年
後

も
続
い
て
い
る
の
で
す
。

フリーチェ・ベアト撮影の長州藩前田台場フリーチェ・ベアト撮影の長州藩前田台場

『『麦麦
ばくそうろくばくそうろく

叢録叢録』付図の五稜郭土塁』付図の五稜郭土塁

改善された土塁復元想定図

6

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ６.５ Ｎ o.06

い
じ
め
不
登
校
相
談
窓
口

新小学１年生へ寄贈いただきました！

　新小学１年生のみなさんへ商工会女性部から「ふくろう

のマスコット」を、第一生命（株）から「ハンディタオル」
を寄贈いただきました。

新入学おめでとう！
４月６日（土）、館小学校、厚沢部小学校、厚沢部

中学校で入学式が行われました。

厚沢部小学校　１５名

R 
5

R 
6

R 
7

R 
8

R 
9

R 
10

R 
11

R 
12

厚小 16 15 9 11 13 16 5 5

鶉小 0 0 厚沢部小学校と統合

館小 3 2 4 5 2 0 0 0

計 19 17 13 16 15 16 5 5

館小学校　２名

厚沢部中学校　３３名

新小学１年生の今後の数の見込み

い
じ
め
・
不
登
校
等
は
、
次
の

場
所
で
相
談
で
き
ま
す
。

○
厚
沢
部
町
教
育
委
員
会

☎
６
４

‐
３
３
１
８

○
檜
山
教
育
局
相
談
窓
口

☎
５
２

‐
１
１
２
３

○
24
時
間
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
‐
１
０

○
子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
８
２
２
‐
５
６

メール相談

商工会女性部から 第一生命（株）から

５
月
の
主
な
学
校
行
事

２
日

（木）
町
へ
き
地
・
複
式
総
会

研
修
会

７
日

（火）
檜
特
研
研
修
会

９
日

（木）
厚
中
参
観
日
、

厚
小
・
鶉
小
児
童
交
流

10
日

（金）
町
特
研
合
同
学
習

16
日

（木）
小
学
校
合
同
修
学
旅
行

集
合
学
習

19
日

（日）
厚
中
体
育
祭

26
日

（日）
鶉
小
運
動
会
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家
庭
菜
園
も
作
付
は
計
画
的
に

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

春
に
な
り
、
今
年
は
何
を
植
え

よ
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
家

庭
菜
園
を
始
め
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
ち
ょ

っ
と
お
待
ち
を
。
播
種
・
植
付
を

行
う
前
に
、
昨
年
は
何
を
栽
培
し

た
場
所
か
、
も
う
一
度
思
い
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

同
一
の
圃
場
で
同
一
の
作
物
を

続
け
て
作
る
「
連
作
」
を
行
う
と
、

病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
が
増
殖

し
、
土
壌
養
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
作
物
の
生
育
が
極
端
に

悪
く
な
り
、
収
量
が
減
少
し
て
し

ま
い
ま
す
。
連
作
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
栽
培
す
る

作
物
が
何
科
で
あ
る
か
を
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
作
物
毎
の
分
類
は
次

の
通
り
で
す
。

●
ナ
ス
科
：
馬
鈴
薯
、
ナ
ス
、
ピ

ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど

●
ア
ブ
ラ
ナ
科
：
大
根
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

●
ウ
リ
科
：
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど

●
マ
メ
科
：
大
豆
（
枝
豆
）、
小

豆
、
エ
ン
ド
ウ
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど

違
う
作
物
で
も
科
が
同
じ
で
あ

れ
ば
、
連
作
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

連
作
障
害
を
避
け
る
に
は
一
般

的
に
「
４
年
輪
作
」
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
年
目
か
ら
４
年
目

ま
で
毎
年
異
な
る
科
の
作
物
を
栽

培
し
て
い
く
こ
と
で
、
病
原
菌
の

増
殖
を
抑
え
る
方
法
で
す
。

計
画
的
な
作
付
け
で
家
庭
菜
園

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
係
　
𠮷𠮷
田
　
友
耶
】

自
衛
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

□
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格

18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

男
女

◆
受
付
期
間

年
中
実
施

◆
試
験
期
日
（
左
記
の
う
ち
１
日
）

５
月
13
日

（月）
～
15
日

（水）

６
月
８
日

（土）
～
10
日

（月）

７
月
５
日

（金）
～
７
日

（日）

８
月
23
日

（金）
～
26
日

（月）

９
月
23
日

（月）
～
24
日

（火）

10
月
25
日

（金）
～
28
日

（月）

11
月
15
日

（金）
～
18
日

（月）

12
月
15
日

（日）
～
16
日

（月）

□
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格

18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

男
女

◆
受
付
期
間

７
月
１
日

（月）

～
９
月
３
日

（火）

◆
試
験
期
日
（
左
記
の
う
ち
１
日
）

◇
１
次
試
験

９
月
18
日

（水）
～
21
日

（土）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
可
能
。

★
問
合
せ
先

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

☎
５
２
‐
２
４
７
６

役
場
総
務
財
政
課
総
務
係

☎
６
４
‐
３
３
１
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
等
の
事
由
が
あ
る

場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま

た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、
減
額
さ
れ
た
保

険
料
を
納
め
な
い
と
「
未
納
」
と

同
等
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
や
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て

免
除
申
請
が
で
き
ま
す
》

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
過
去

２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
ヵ
月
前

の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万

が
一
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
等
の
不
利
益
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

☎
６
４-

３
３
１
３

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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不
動
産
登
記
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
、
こ
れ
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
な
お
詳
細

は
、
法
務
局
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

義
務
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
相

続
登
記
は
、
２
つ
の
類
型
が
あ
り

ま
す
。
①
「
相
続
等
に
よ
る
所
有

権
移
転
登
記
」
と
②
「
相
続
人
で

あ
る
旨
の
申
し
出
後
の
遺
産
分
割

に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
」で
す
。

①
「
相
続
等
に
よ
る
所
有
権
移

転
登
記
」
は
、
⒜
単
独
相
続
に
よ

る
登
記
、
⒝
共
同
相
続
し
た
が
遺

産
分
割
前
に
す
べ
き
登
記
、
⒞
遺

産
分
割
後
に
す
べ
き
登
記
の
３
つ

の
場
面
に
分
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
う
ち
、
⒝
の
ケ
ー

ス
の
段
階
に
あ
る
方
が
「
相
続
登

記
し
な
い
と
過
料
10
万
円
が
課
さ

れ
て
し
ま
う
。」
と
し
て
、相
続
登

記
の
義
務
化
に
大
き
な
関
心
を
お

持
ち
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
　

も
っ
と
も
、
過
料
が
課
さ
れ
る

場
面
は
、
登
記
申
請
を
し
な
い
こ

と
に
「
正
当
な
理
由
が
な
い
」場
面

で
あ
っ
て
、
法
務
局
の
Ｈ
Ｐ
に
よ

れ
ば
、
⑴
相
続
登
記
が
放
置
さ
れ

て
い
た
た
め
現
相
続
人
が
極
め
て

多
数
に
上
り
、
登
記
申
請
に
要
す

る
資
料
の
収
集
や
共
同
相
続
人
の

把
握
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス
、
⑵
遺
言
の
有
効
性
や
遺
産

の
範
囲
等
が
争
わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
、
⑶
相
続
人
自
身
に
重
病
等
が

あ
り
義
務
を
果
た
せ
な
い
と
い
う

事
情
が
あ
る
ケ
ー
ス
な
ど
は
「
正

当
な
理
由
が
な
い
」
場
面
と
は
取

り
扱
わ
れ
な
い
よ
う
で
す
。

②
「
相
続
人
で
あ
る
旨
の
申
し

出
後
の
遺
産
分
割
に
よ
る
所
有
権

移
転
登
記
」
は
、
⒝
の
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、
被
相
続
人
に
係
る
相
続

が
開
始
さ
れ
た
旨
及
び
自
ら
が
被

相
続
人
の
相
続
人
で
あ
る
旨
を
申

し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
⒝
の
登

記
申
請
に
係
る
義
務
が
履
行
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
な

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
相
続
登
記
の
義
務
化
～

vol.145
ら
ば
、
⒞
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
登

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
す
。
「
正
当
な
理
由
」
の

取
扱
い
は
、
①
の
場
合
と
同
様
で

す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士

川
口

智
博
】

　
４
月
16
日

（火）
、
19
日

（金）
の
２
日

間
、
各
地
区
の
集
会
施
設
に
て
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
放
課
後

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
月
16
日

（火）
に
実
施
し
た
鶉
地
区

で
は
、
宝
探
し
や
か
く
れ
ん
ぼ
な

ど
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
「
次
は
あ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」

と
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
あ
そ
び
を

作
り
出
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的

放
課
後
あ
そ
び
基
地
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。
他
愛
も
な
い
雑
談
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が

際
限
な
く
広
が
っ
て
い
く
様
子
を

見
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
挑
戦
が

で
き
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
５
月
も
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
あ
そ
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宮
脇

い
ず
み
】



11

食生活
改　善
協議会

（４食分）

　旬のアスパラと玉子、豚肉が甘辛味に　

からんでご飯の進む一品です。

きのこなど加えてもおいしく仕上がります。

【材料】 【数量】 【作り方】

アスパラ ４～５本 ①アスパラは厚めに斜め切りにし
ます。豚肉は小さめに切ります。

②フライパンに油の半量を熱し、　
溶き卵を一度に加え炒めます。
炒り玉子にしたら器に移します。

③同じフライパンに残りの油を熱
し、豚肉に火が通るめで炒めた
らアスパラを加えて炒めます。

④調味料を加え水分が飛ばし、
②の炒り玉子も加えます。
全体に味が馴染んだら完成です。

豚肩ロース肉 ５０ｇ

卵 ３個

サラダ油 大さじ１

●酒 大さじ１

●しょう油 大さじ1と1/2

●みりん 大さじ１

※お好みでブラックペッパー 適量

vol.31

　
３
月
25
日

（月）
、令
和
５
年
度『
地

域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
』

が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で

開
催
さ
れ
、
町
議
会
議
員
や
農
業

関
係
者
ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
現
在
、
厚
沢
部
町
に
は
、
町

の
特
産
品
開
発
に
奮
闘
し
て
い
る

中
村
和
恵
隊
員
（
５
年
目
）、
特

産
品
開
発
や
町
の
魅
力
発
信
に
奮

闘
し
て
い
る
庄
山
絢
隊
員
（
３
年

目
）
、
公
営
塾
で
生
徒
た
ち
の
学

力
向
上
の
た
め
奮
闘
し
て
い
る
鈴

木
丈
敏
隊
員
（
２
年
目
）、
松
本

響
隊
員
（
２
年
目
）
の
４
名
の
協

力
隊
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
隊
員
か
ら
１
年
間
の
活
動

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

庄
山
隊
員
は
昨
年
４
月
に
開
業

し
た
カ
フ
ェ
の
運
営
を
中
心
に
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
町
の
魅
力
発
信
な
ど
の
活

動
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

中
村
隊
員
は
特
産
品
と
し
て
開

発
販
売
し
て
い
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

の
状
況
や
、
こ
ど
も
園
希
望
者
に

対
し
て
総
菜
を
提
供
す
る
「
お
む

か
え
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
事
業
、
保

育
園
留
学
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
一
つ
と
し
て
利
用
者
と
郷
土
料

理
を
作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
「
食

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に

活
動
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

鈴
木
隊
員
、
松
本
隊
員
か
ら
は

中
学
生
へ
の
テ
ス
ト
対
策
と
し
て

基
礎
的
な
知
識
の
定
着
と
苦
手
科

目
の
克
服
を
図
っ
て
い
る
こ
と

や
、
受
験
生
（
高
校
３
年
生
）
に

対
し
、
一
般
入
試
対
策
な
ど
の
受

験
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
、
公
営
塾
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。会

場
か
ら
は
、
今
後
の
活
動
の

予
定
や
、
事
業
拡
大
の
意
思
は
あ

る
か
等
の
質
問
が
あ
り
、
隊
員
そ

れ
ぞ
れ
の
抱
負
や
熱
い
思
い
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

▲庄山隊員

▲中村隊員
▼４名の隊員が活躍中です！

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

食改からの
コメント

۰ౙτΏά͈࠮ࣽ

ͺΑΩρ͂၅͈
۫ૹΕΞȜ

௽
₋
ފ
ႁ
బ
૧
໳

ઢ
܏
⅔
ℴ
⁂
⅃
Ⅳ
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今月は、保健師　笹森　志穂　です

ごめんください
　　保健師です！ 400近年急増している

乳がん・子宮がん

 若い女性も無関係ではない女性特有のがん

　子宮がんには、子宮の奥である子宮体部にできる「子宮体がん」と子宮の入口である頸部にできる

「子宮頸がん」があります。子宮体がんは 40 歳代以降、閉経前後に多く見られますが、最近は 30 歳代

での発症も増えていて、出産経験がないことや閉経年齢が遅いことなどが影響していると考えられてい

ます。一方子宮頸がんは 20 ～ 30 歳代に急増しています。

■厚沢部町の乳がん・子宮がん検診について

　厚沢部町では、６月に集団検診、７月～２月まで個別健診を実施しています！６月の集団検診を受けられ

なかった人は、７月頃に全戸チラシ等で個別検診のお知らせをいたしますので、内容をご確認ください。

  〇集団検診

日程 検診内容 受付時間 場所

6月11日（火） 乳がん検診
① 8：30

② 9：15

③10：00

④12：30

⑤13：00

厚沢部町
保健福祉センター

6月12日（水） 乳がん・子宮がん検診

　がんの多くは高齢になるほど発症リスクが高まるため、若い女性にはあまり関係のない病気だと思われ

がちですが、女性特有のがんは若年化が進み、20 ～ 40 歳代で発症するケースが急増しています。

 「乳がん」は女性がかかる最多のがん
　日本人女性がかかるがんの中でも最も多いものが乳がんです。乳がんは 20 歳代から徐々に増え始め、

40 歳代後半から 50 歳代にピークを迎えますが、30 歳代に急激に増加するのが特徴です。

 低年齢化が進む「子宮頸がん」

今年度から無料で受けられます！

検診種類 検診内容 検診料金 １日の定員 対象年齢

乳がん検診

マンモグラフィー検査

＋乳腺エコー検査
０円 18名

20～49歳
マンモグラフィー検査 ０円 90名

子宮がん検診

頸部細胞診 ０円 150名

20歳以上
エコー（超音波）検査 ０円 100名

☆お問い合わせ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９
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★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★

５月 25 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 0139-53-6301）】

令和６年３月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,058 946 1,045 1,991（－23）

鶉地区 311 286 294 580（－4）

館地区 430 370 414 784（－3）

全 町 1,799 1,602 1,753 3,355（－30）

※外国人住民を含む

町の人口

（４月20日届出分まで）

今月の寄附件数 13件

今月の寄附金額 519千円
令和６年度
寄附件数累計 13件
令和６年度
寄附金額合計 519千円

前年度寄附金額 15,884千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（4月 19 日届出分まで）

戸籍の窓

連続１１９ 日７

令和６年４月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

赤沼町　片桐　ヨキさん（101 歳）03/27

　鶉　　佐々木貞榮さん（83 歳）04/4

鶉　町　阿部　清子さん（84 歳）04/6

富　栄　前田　政由さん（99 歳）04/6

館　町　加藤　靜靜枝さん（90 歳）04/11
富　里　渡部　　要さん（78 歳）04/16

新　栄　坂上ミサ子さん（82 歳）04/17

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
鶉
町
町
内
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

鶉
町
・
古
谷
フ
ク
ヱ
さ
ん
か
ら

座
椅
子
10
個

－５月＆６月の行事＆お知らせ－

◎
ま
な
び
っ
く

☆
５
月
９
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
５
月
23
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
15
分
～
16
時
15
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
講
習

いつまでもおしあわせに！

酒　井　遵　樹　さん　新　町

松　田　望　美　さん　当　路��

▲ふるさと納税で厚沢部町を応援してください！
詳しくは、厚沢部町ホームページでご確認を。
https://www.town.assabu.lg.jp/index.php

　
江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
（
６
月

１
日
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

「
困
り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
が
身
近
な
法
律
問
題
や
人
権

問
題
に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
、
解
決
へ
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
日
程

６
月
６
日

（木）

★
時
間

13
時
～
15
時

★
場
所

役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

１
階（
小
会
議
室
）

★
予
約
・
問
合
せ
先

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３

函
館
弁
護
士
会
は
、
北
海
道
弁

護
士
会
連
合
会
と
協
力
し
、
身
近

に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の
皆
様

が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機
会
と

し
て
「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

金
銭
や
不
動
産
、
消
費
者
問
題

な
ど
、
法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談

を
担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
一
切
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

下
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
次
の
予
約
・

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

問
合
せ
先
よ
り
事
前
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。

★
日
程

６
月
７
日

（金）

★
時
間

13
時
～
16
時

★
場
所

役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

１
階（
小
会
議
室
）

★
予
約
・
問
合
せ
先

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

　　令和７年度檜山管内町職員
　　　採用資格試験について

　令和７年度檜山管内町職員採用資格試験　
　案内が、５月１日（水）から公告されます。
　町ホームページにも掲載いたしますので、
　お知らせいたします。

★問合せ先：総務財政課総務係
☎６４‐３３１１
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5
＆

行
事

6
知
お

ら
せ

＆

　急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

5
月
の
休
日
当
番
医

５月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
　　７日（火）
　　８日（水）※午後休診
　　21 日（火）※午前休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

発 熱 外 来
（完全予約制）

午後　月～金曜日
（午前8時45分～午後1時、電話受付）

※熱や咳などの症状のある方は来院前に
必ずお電話ください。

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　（午前11時迄の受付)

午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　 （水曜日の再診は予約のみ）

午後　初診は月・金曜日
　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　10.17日（午前11時迄の受付）

再診のみ、完全予約制
午後　10.17.23日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10.24日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　10日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・木曜日

産 婦 人 科 午前　13.14.21日　午後　13.20日

耳鼻咽喉科
午前　1.9.14.15.23.28.29日

（午前11時迄の受付）
午後　8.22日

眼 科
午前　9.23日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　1.15.22日

皮 膚 科 午前　火曜日

～フライトナース紹介～～フライトナース紹介～

当 番 医 病　院　名（電話番号）

5月3日（金）　道立江差病院（0139-52-0036）

4日（土）　佐々木病院（52-1070）

5日（日）　厚沢部町国保病院（64-3036）

6日（月）　勤医協診療所（0139-52-1366）

12日（日）　道立江差病院（0139-52-0036）

19日（日）　乙部町国保病院（0139-62−2331）

26日（日）　道立江差病院（0139-52-0036）

フライトナース

門脇　麻南美

　道南ドクターヘリは、渡島、奥尻島を含む檜山を出動範囲

として、医師と看護師が救急現場に向かい、病院搬送までの

間患者さんに救命医療を行っています。

　市立函館病院を基地病院として、道立江差病院の他 11 の道

南圏病院にフライトナースが在籍しており、当番日には函館

空港で出動待機をしております。

　主に緊急性の高い病気で要請が多く、心筋梗塞や脳疾患、

また交通事故などの多発外傷でも出動することが多くありま

す。

　ドクターヘリは早く病院へ搬送するだけでなく、医師や看

護師が直ぐに患者さんに接して、診察や処置が受けられる目

的で活動しております。これからも患者さんの命を少しでも

救うために活動していきたいと思います。

フライトナース　門脇　麻南美

善
意
感
謝
致
し
ま
す
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▼
我
が
家
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
掃

除
機
の
「
ル
ン
バ
」
が
あ
り
ま

す
。
毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
居

間
を
自
動
で
掃
除
し
て
く
れ

ま
す
。
寝
る
前
に
は
床
上
の
障

害
物
と
な
る
物
を
片
付
け
、
ル

ン
バ
が
掃
除
を
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
か
ら
寝
て
い
ま
す
。

あ
る
晩
、
い
つ
も
の
よ
う
に
片

付
け
を
し
て
い
る
と
、
ふ
と

「
私
は
ル
ン
バ
に
無
意
識
に
操

ら
れ
、
片
付
け
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い

至
り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
支

配
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
の
世
界
を
垣

間
見
た
の
で
し
た
。

▼
さ
て
４
月
か
ら
広
報
担
当

に
な
り
ま
し
た
荒
木
と
申
し

ま
す
。
娘
に
は
「（
外
見
が
？
）

す
べ
り
台
み
た
い
で
か
っ
こ

い
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
場
所
に
顔

を
出
し
な
が
ら
、
町
の
ホ
ッ
ト

で
ナ
イ
ス
な
話
題
を
皆
様
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
手
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

▼
広
報
作
成
は
専
用
の
編
集

ソ
フ
ト
で
行
う
必
要
が
あ
り
、

覚
え
る
こ
と
だ
ら
け
。
ソ
フ
ト

な
の
に
ハ
ー
ド
で
し
た
。
デ
ビ

ュ
ー
作
で
あ
る
本
号
。
町
民
の

皆
様
ど
う
ぞ
優
し
い
目
で
（
ソ

フ
ト
に
）
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
初
め
て
の
取
材
は
、
厚
沢
部

小
学
校
の
入
学
式
で
し
た
。
昨

年
は
館
小
学
校
を
取
材
し
た

と
の
こ
と
で
、
今
年
は
厚
沢
部

小
学
校
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

以
前
は
教
育
委
員
会
に
も
お

り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
と
関

わ
っ
て
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
荒
木
敬
仁
）

時
と

間
き

刻 む
を

長らく「町民の足」として交通を支えてきた長らく「町民の足」として交通を支えてきた
路線に幕が降りる路線に幕が降りる

函館バス
館線・稲見線が廃線に

　
約
60
年
間
、「
町
民
の
足
」
と

し
て
交
通
を
支
え
て
い
た
、
函
館

バ
ス
「
館
線
」「
稲
見
線
」
が
３

月
末
を
も
っ
て
廃
線
。
稲
見
線
は

土
日
ダ
イ
ヤ
が
な
く
３
月
29
日

（金）
、
館
線
は
３
月
31
日

（日）
が
最
終

運
行
と
な
り
ま
し
た
。

館
線
の
最
終
運
行
時
間
に
合
わ

せ
、
終
着
の
富
里
バ
ス
停
近
く
に

あ
る
旋
回
場
で
富
里
町
内
会
（
木

村
敏
彦
会
長
）
企
画
の
「
お
別
れ

セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
か
れ
、
地
域

住
民
ら
約
40
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。バ

ス
は
「
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
横
断
幕
を
車

体
前
に
掲
げ
て
旋
回
場
に
到
着
。

富
里
町
内
会
の
松
橋
保
美
副
会
長

か
ら
バ
ス
の
運
転
手
へ
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

花
束
を
渡
し
た
松
橋
さ
ん
は

「
小
さ
い
頃
か
ら
当
た
り
前
の
よ

う
に
走
っ
て
い
た
バ
ス
が
無
く
な

る
の
は
と
て
も
寂
し
い
。
こ
の
地

域
で
は
交
通
面
だ
け
で
な
く
、
夕

方
に
走
っ
て
く
る
バ
ス
の
音
は
農

作
業
中
に
時
間
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
貴
重
な
存
在
で
も
あ
っ
た
」
と

思
い
出
を
話
し
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
バ
ス
は
集
ま

っ
た
町
民
に
手
を
振
っ
て
見
送
ら

れ
る
中
、
江
差
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
向

け
て
ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
い
き
ま

し
た
。

町
で
は
路
線
廃
止
に
伴
い
、
有

償
の
運
送
事
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▲セレモニー後、函館バスは富
里町内会へ富里バス停のまる
い表示板を贈呈しました。

あとがき


